
高
齢
者
は
年
金
収
入
で
家
計
を

支
え
て
い
る
。
マ
ク
ロ
経
済
ス

ラ
イ
ド
制
に
よ
り
物
価
上
昇
率
よ
り
賃

金
変
動
率
が
下
が
っ
た
場
合
、
賃
金
の

方
に
あ
わ
せ
て
年
金
額
が
引
き
下
げ
ら

れ
て
い
る
。　

　

令
和
３
年
８
月
か
ら
介
護
施
設
を
利

用
し
て
い
る
低
所
得
者
の
食
費
・
居
住

費
を
軽
減
す
る
「
補
足
給
付
」
制
度
が

改
定
さ
れ
、
負
担
が
増
え
て
い
る
。　

　

ま
た
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
利
用
し

て
い
る
高
齢
者
の
食
費
負
担
は
住
民
税

非
課
税
世
帯
で
１
・
５
倍
か
ら
２
倍
に

引
き
上
げ
に
な
っ
て
い
る
。
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
も
２
年
ご
と
に
見
直
さ

れ
負
担
が
重
く
な
っ
て
い
る
。

⑴
介
護
保
険
に
つ
い
て

①
介
護
施
設
の
食
費
・
居
住
費
の
補
足

給
付
を
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
高
齢
者

数
と
影
響
額
、
町
と
し
て
支
援
し
て
い

く
手
立
て
を
。

②
国
に
「
補
足
給
付
」
制
度
を
元
に
戻

す
よ
う
求
め
て
い
く
こ
と
。

③
介
護
従
事
者
の
実
態
調
査
と
充
足

率
、
ま
た
待
遇
改
善
を
。

⑵
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

①
制
度
変
更
に
よ
り
９
割
軽
減
か
ら
７

割
軽
減
と
な
っ
た
一
人
当
た
り
の
影
響

額
は
。

②
２
０
２
０
年
度
広
域
連
合
会
計
決
算

で
５
４
２
億
円
の
余
剰
金
が
発
生
し
て

い
る
。

　

22
年
23
年
の
保
険
料
率
抑
制
に
使
う

よ
う
広
域
連
合
に
求
め
て
い
く
こ
と
。

 

町　

長 

⑴
①
預
貯
金
等
の
基
準
額
の
引
下
げ
に

よ
り
補
足
給
付
を
受
け
ら
れ
な
く
な
っ

た
高
齢
者
は
、
令
和
３
年
11
月
末
現
在

で
15
世
帯
16
人
で
あ
る
。

　

影
響
額
は
、
個
々
の
サ
ー
ビ
ス
利
用

状
況
に
よ
っ
て
異
な
り
、
一
例
と
し
て

利
用
者
負
担
第
３
段
階
の
施
設
入
所
者

で
、
こ
れ
ま
で
１
日
当
た
り
の
食
費
の

負
担
限
度
額
が
６
５
０
円
だ
っ
た
も
の

が
基
準
費
用
額
で
あ
る
１
４
４
５
円
に

引
上
げ
と
な
り
、
月
額
で
最
大
約

２
万
４
千
円
の
負
担
増
と
な
る
。

　

一
定
額
以
上
の
資
産
を
有
す
る
方
に

対
し
、
一
定
程
度
の
負
担
を
求
め
る
こ

と
は
介
護
保
険
制
度
を
持
続
可
能
な
制

度
と
す
る
た
め
に
や
む
を
得
な
い
も
の

で
あ
り
、
町
独
自
の
支
援
策
は
今
現
在

は
考
え
て
い
な
い
。

②
国
に
対
し
て
は
、
今
後
も
利
用
者
の

負
担
が
過
重
と
な
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
控
え
に
つ
な
が
る
こ
と
の
な
い
よ
う

要
望
し
て
い
く
。

③
町
内
の
各
事
業
所
は
、
北
海
道
や
本

町
の
条
例
に
規
定
す
る
人
員
基
準
に
基

づ
く
適
正
な
従
業
員
数
が
配
置
さ
れ
、

充
足
率
は
１
０
０
％
で
あ
る
。

　

介
護
従
事
者
の
労
働
実
態
は
、
町
が

指
定
を
行
う
事
業
所
に
対
し
、
令
和
２

年
度
に
お
け
る
退
職
者
お
よ
び
新
規
採

用
者
の
状
況
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
退

職
者
が
41
人
に
対
し
、
新
規
採
用
者
が

46
人
で
あ
り
、
退
職
者
の
補
充
が
円
滑

に
行
わ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

介
護
職
員
の
待
遇
改
善
は
、
基
本
的

に
国
と
北
海
道
の
役
割
で
あ
り
、
介
護

事
業
所
の
参
入
促
進
や
人
材
の
定
着
、

育
成
を
目
指
し
て
、
介
護
報
酬
、
基
金

を
活
用
し
た
取
組
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

平
成
27
年
に
介
護
職
員
の
賃
金
改
善

を
目
的
と
し
て
創
設
さ
れ
た
介
護
職
員

処
遇
改
善
加
算
は
、
令
和
３
年
度
に
お

い
て
、
町
内
18
法
人
中
17
法
人
が
、
令

和
元
年
度
に
創
設
さ
れ
た
介
護
職
員
等

特
定
処
遇
改
善
加
算
は
、
18
法
人
中
10

法
人
が
加
算
を
取
得
し
て
い
る
。

　

町
と
し
て
は
、
各
法
人
に
制
度
の
活

用
を
働
き
か
け
、
介
護
職
員
の
待
遇
改

善
を
図
っ
て
行
き
た
い
。

⑵
①
令
和
元
年
10
月
ま
で
の
９
割
軽
減

の
対
象
者
は
、
単
身
世
帯
で
年
金
収
入

の
み
の
場
合
、
年
金
収
入
が
80
万
円
以

下
で
令
和
元
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
の
均
等
割
額
が
５
万
２
０
５
円

の
場
合
で
あ
る
。

　

９
割
軽
減
と
し
た
場
合
の
保
険
料
が

５
０
２
０
円
、
本
則
の
７
割
軽
減
と
し

た
場
合
の
保
険
料
が
１
万
５
０
６
１
円

と
な
り
、
そ
の
差
引
額
１
万
４
１
円
が

一
人
当
た
り
の
影
響
額
と
な
る
。

②
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
設
定
に

当
た
っ
て
は
、
道
内
全
て
の
市
町
村
を

も
っ
て
組
織
す
る
北
海
道
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
に
お
い
て
、
市
長
、
町

村
長
、
市
議
会
議
員
お
よ
び
町
村
議
会

議
員
で
構
成
す
る
広
域
連
合
組
合
議
会

に
よ
る
議
決
を
経
て
、
保
険
料
を
決
定

す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
町
と
し
て
も
、
急
激
な
保
険
料
の

上
昇
は
避
け
る
べ
き
も
の
と
認
識
し
て

お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
捉
え
広
域

連
合
に
対
し
、
可
能

な
限
り
剰
余
金
を
保

険
料
の
抑
制
に
活
用

す
る
よ
う
、
要
望
を

行
い
た
い
。

答問
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
を
推
進
し
て

い
る

高
齢
者
が
安
心
し
て
住
み
つ
づ
け
ら
れ
る
町
政
を
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